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が
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を

と
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れ
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バ
た
.
享
つ

に

社
食
の

繋
柴
を

瓢
ち

す
も
の

は

二

つ

の

自
然
的

性
質
､

敢
食
的
愛
情
な

い

し

共
感
の

原

理

と
､

能

力
進

歩
の

原
理

と
で

あ

各
｡

貫
い
･
か

え

れ
ば

人
間
外

政
倉
的

性
情
(
払

0

2 ･

巴

巨

竜
0

告
-

O

F

O
h

ヨ

呂
)

冒
.

ワ

N

ユ

と

人
間

ヽ

ノ
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n

の

進

歩
的
性
質
(

日

昌
､

払

甘
○

叫

岩
魚

賢
1

0

日

芝

弓
e
)

【

買
付

+
･

ワ

一

旦
.
と

で

あ

る
｡

卓
ネ

ず
フ

ナ

ー
･
ガ
ス

ン

の

祀
倉
的

愛
情
(

隣

人
に

お

い

て

社
食
全

壊
に

か

か

わ

る

関
心
と

し
て

国

民
的

活
力

β

邑
｡

2
-

5 .
的
｡

弓
な

い

し

公

共
的
. ､

政

治
的

精
神

冒
g
O

も
○
-

i

t

ぎ
ー

旦
ユ
t

と

皇
居

わ

れ
て

い

る
)

に

つ

い

て

知
る

こ

と

灯

し

壬
フ
｡

前
に

も

ふ

れ

た

よ
う

に

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

の

契
瀞
詮
否

定
の

損
壊
は

こ

の

原
理
で

あ
つ

た

の

だ
｡

契
約
詮
が

敢
倉
紫
紺
と

支
配
契
約
と

の

二

つ

の

契
"
攣
ど

含
む

も

､

勿

与
す
る

な
ら

ば
､

一

フ

ァ

+
ガ
ス

ン

の

誓
約

愛
情
の

吟
味
は
､

馨
契
約
に

代
る

所
の

聖
日

形
成
の

虎
理
托

導
く

と

同

時
に
､

毒
契

約
に

よ

ら
■
ざ

る

支
配
関
係
が

ど
の

壬
つ

に

し

て

成

立

す
る

か

と
い

う
こ

と

に

も

閲
聯
す
乃

の

で

あ

る
｡

富
う

せ
で

も

た

く
､

.
契
約
詮
の
■
基

礎
に

あ

る

も
の

が

功

利
主

義
で

あ
る

と

す
る

な

ら

ば
､

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

の

併

給
も

亦
､

ま

ず
こ

の

鮎
に

注
折

れ
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史
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節
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に
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+
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幸
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に
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い
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諸
皆
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の
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で

逸
べ

ら

れ
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い
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与
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に
ノ
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ァ
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･
ガ
ス
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の

基
礎
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た
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方
ほ
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関
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が

人
間
帝

動
の

全
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機
を
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で

瀬
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と
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て
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ッ
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ッ
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に
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自
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琴
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二
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す

声
に

す
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∴
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､
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+
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に
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益
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称
已
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臥
心
什

蒜
ふ

晶
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軒
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冷
称
さ

せ
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哀
拾
的
粁
紳
を

央
わ

し

捗
る

も
の

で

あ

㌔

感
監
的
耽
溺
は

人
間
か

堕
落
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国
民
的

活
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の

恵
失
を

密
ら

し

従
つ

て

国
民
初

段
落
の

主

要
な

凰
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で

あ
つ

た
｡

し
か

し
フ

ァ

ー

ガ

ス

ン

雀
単

に

功
利
主
義
を

香

淀
す
る

と

と
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の

み

強
調
す
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で

怯
た
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｡

そ
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偲
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く
て
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は

甥
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阻
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福
祉

邑
昆
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を

蘭
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見
て
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で

あ

う
た

だ
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し

そ
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は
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人
む

満
足
せ

し

め

る

と

同

時
に

.

､

国
鳥
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活
力
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蟄
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す
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よ
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滋
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に
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た
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感
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追
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歩
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狩
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蒙
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と
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て
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融
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食
紅
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と

を

蟄
見
す
る

か

ら

で

盾

い

う

勇

気
ず
け
ら

れ
た

感
情
､

だ
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ア

ァ

ー

ガ
ス

ン
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る
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自
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こ

の

よ

う

に

し
て

共
感
､

■
社
食
的
愛
情
と
い

う

非
合
理

的
衝

動
は
､

フ

ァ

ー

ガ

ス

ン

紅

お

い

て
､

単
に

紐
含
形
成
の

原

理
で

あ
つ

た

の

甘
で

た

{
ま

た

そ

れ

が

祀

合
の

確
固
た
る

升
を

き

ず
く

原
理
で

も

あ

つ

た
の

だ
｡

こ

の

故
に

こ

そ

｢

幸
福
に

つ

い

て
+

の

簡
で

も

仁

愛

と

茅
寛
と

は

結
び

合
つ

た

も
の

と

七
て

考
察
さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る
｡

即
ち
､

人
間
の

華
南
の

欝
一

の
､

そ

し
て

主

要
た

要
素
と
■
は

仁
愛

と
い

う

自
然
の

性
情
を

行
う
■
こ

と
で

あ
る
｡

愛
情
､

友
愛
､

公

共
社
食
へ

の

熱
中
､

廣
い

人
類
愛
､

と

れ
こ

そ
が

悦
楽
と

満
足
と
■
を

粛
を

す
も
の

で

あ

卑
｡

胃
･

甲

00

土

ま

こ

と

た

人
間
の

心

は

全

線
の

福
祉
の

た

め
に

烈
し
い

熱
情
で

灼
け
る

の

で

あ

が
､

と
の

熱
情
に

撃
っ

こ

と
が

自
己

を

社
食
の

成
員
と

し
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定
す
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こ
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で

曽
ソ

､

去
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が
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福
恵
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､
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熱
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ず
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自
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キ

ュ

ー

と
の

帥
係
に

つ

い

て

は
､

上

編

ダ

;
ダ
､

.
ダ
ン

プ
▲ロ
グ

ィ

ヮ

ツ
､

お

よ

び
ポ

タ

｢

エ

ソ

､

七

八
.貫
｡

の

フ

ァ

ー

ガ

え

ソ

の

心

理

拳
的

方
法
に

つ

い

て

は
､

上

掲
プ

ッ

チ
ベ

ル

ク

[

仏
.

毘
と

仰

こ

こ

忙

フ

ァ

ト

ガ

ス

ソ

が

誓
個

愛
情
と

哉
学

園
民

と

を
帯

び

合

音
て

い

孟
由

が

あ

告
こ

れ

は

後
に
･

の

べ

ら

れ

濁
､

産
業

誓
へ

の

移

行
と

統

合

的

柾

背
の

弛

旋
と

の

鮨
係
忙

封

應
す
る
｡

叫

(

Oi J

-

五

-

J

一

′

′

㌢
㌻
卜

臣
卜

鞍
【
ト

転
や

転

?
粁

∴
黙
し

≡
一
㌻
㌢
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ご
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卜
鉛
F
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J

叫

十
席

静

叢

革
二

十
一

義

帝
三
･

､
月

歩

■■■

ヰ
っ

て

き

ま
る

に

す
ぎ
た
い

民
主

制
で

あ

る

ぞ
｡

∴
声

甲

-

良
と
.
の

民
主

軌
を

成
立
せ

し
′
め

て

い

る

も
の

は
､

上
に

見
た

私
有
権
へ

の

√

森
閑
心

と

そ

れ

を

基
礎
ず
け
る

周

有
形
態
で

あ

り
､

こ

の

所

有
形
着
せ
身
､

哉
季
性
(

こ

れ

は

原

始
的
な

生

産
力
形

式
だ
)

に

ょ

つ

て

叔

㌧
壊
ず
け
ら

れ
て

い

る

の

で

ぁ
る
1

＼

一

こ

の

こ

と

か

ら

す
れ

ば
､

■
愛
と

典
感
と
い

う

原
理
が

失
わ

れ
七

行
く
過

渡
は

き

た
､

生

産
力
の

進
歩
(

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

の

未
開
と

文

明

と
を

分
け
ス

こ

つ

の

崇

訂
→

材

2
巴

は
ナ

十

れ
だ
)

､

む

れ
に

開
聯
す
る

私
有
財
産
状
態
､

そ

し
て

そ

れ

に

規
定
さ

れ

る

鹿
治

形
態
を

含
ん
で

∵

吟
味
さ

れ

る

必

要
が

あ

る
｡

と

の

こ

と

は

彼
が

歴

史
を

人
間
の

進
歩
の

行
程
と

し
て

即
ち

人
間
が

自
ら

を

強
め

安
全

た

も
の

に

す
る

た

め

の

諸
々

の

技
術
(

邑
払

)

の

見
取

囲
と

見
た

冒
･

.
甲

山

仏

土

上

共
に
■
ま

た

政

治
形
意
の

民

主
(

共
和
)

働
か

ら

-
君
主

制
-
狽
裁

制
へ

の

襲
化

革
い

し

循
環
の

曲
線
と

し
て

見
た

【

甘
･

ワ

呈
所
に

現

わ

れ
.
て

い

る
｡

フ

ナ
･

-

ガ

ズ

ン

に

と
つ

て

は

澄

臍
妓

術
(

8
日
づ
｡

邑
巴

与
)

の

進

歩
の

行
線
と

し
て

の

歴
史
も
､

右
の

よ

う

た

兢
治
形
態
の

層
化
の

過
経
と
し
て

み

れ

ば

墜
落
玖

行
敵
に

化

す
る

と
い

う

事
情
が

あ
る
｡

→

共
和
制
か
ら

君
主

制
へ

の

欒
化

す
た

わ

ち

平
等
の

原
理

か

ち

出
生
､

資
格
､

財
産
に

基
く

服
従
感
へ

の

欒
化

時
人
借
に

と
つ

て

二

ヽ

ヽ

ヽ

･
は

堕
落
で

あ

る
ノ

〓
芦
勺

こ
勺

早
何
故
た

ら

君

主

制
は

大
き
.
汝

財
産
所

有
と

階
級
差
別
の

し

る

し
で

あ

る
■｡

こ

こ

で

は

社
食
の

た
め

に
.
す

.
有

能
功
で

は

な

く
傭
放
の

分
裂
､

財
産
の

隔
り

が

社
食
的

優
越
の

基
礎
と
な

告

貧

富
と
い

う
こ

と
■の

み

で
】

. ■
方
は

尊
敬
さ

れ
､

■
他
方
は

▲●

∴

卑
下

与
れ

る
｡

一

方
は

誇
り
､

他
方
は

阻
賛

す
る
｡

一

方
は

倣
岸
､

尊
大
と

た

り

他

方
は

隷

従
､

物
慾
的
と

な

や

て
【

屑
･

七

や

恕
由

1

S
】

,

象
と

共
感
､

-

公

共
的

精
紳
の

反
射

し

か

生

じ

む

訂

い

か
.ら
で

あ
る
｡

哀
れ

げ

か

り
で

は

た

い
ぺ

こ

の

関
係
は

ま

た

支

配
服

従
関
係
の

基
礎

で

も

あ
る
｡

フ

ァ

′
1

ガ
ス

ン

は

言
う
･｡
｢

『

と

の

土

地

を

所

有
し

∵
こ

れ
を

子

孫
や
舜
を

う
』

と

最
初
に
曹

芸
た

人
間
は
､

か

く
す
る

こ

と

に
一

ぅ
て

苦
れ

が

景
と

政

嵐
鳩
と
の

養
護
く
ト

…
松

雪
富

農
が

付
き

は

し

幕
つ

与

三
戸

や
㌧

溝
ク

ノ

ー

ノノ

J J 5
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一

橋

漁

業
.■
葬
二

十
一

撃
■
夢
三

･･
四

壊

し

?
て

こ

こ

虹
■
財
の

所
有

関
係
の

確
定
と

共

に

支
配
権
カ
は

永

久

的
階
級
と
し

て

固
定
す
る

の

だ
｡

胃
甲

-

呈
次
に

孝
一

の

鮎
に
.
つ

い

て
｡

戟
草
枕

魔
の

持
綾
す
る

限
り
､

人
間
の

追
求
す
る

も
■の

は

自
然
的
欲
求
を

充
足
せ

し
め

る

封
象
に

す
ぎ

た

ぃ
｡

私
有
財
産
は

存
在
し

ノ

て

も
こ

の

限
界
に

と

ど

ま
｢
モ

償
っ

て

財
所

有
に

ょ

る

階
款
の

優
劣
は

認
め

ら

れ

ず
､

こ

れ

に

基
く

凌
配
闘
儲
は

成
立
し

緒
た

か

つ
■■
た
わ

け
で

あ

る
｡

冒
･

ワ

一

旦
研
が
､

平

和
の

時
代

野
木
り
､

.
財
交
換
の

可

能
性
が

生

ず
る

と
.

｢

狩

猟
者
や

教
士

は

次
第
に

職
人
ヤ

商
人
に

-

蒋
じ
て

行
く
｡

+

の

セ

あ
る
｡

､

【

中

等
･

N

3
-
b

リ
エ

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

は
こ

と

に
･ ､

人
間
に

本
質
的
た

技
術
改
良
が

急
速
に

進
歩
し

始
め

る

も
の

と

考
え
る

の
【
で

あ

る
■勺

彼
に

と
･つ

て

は

人
間
の

進
歩
は

技
■
術
■の

遜
歩
で

あ

る
｡

何
故
た

む

｢

技
術
ほ

人
間
に

と
つ

て

眉
然
的
た

も
の
〕

だ

か

ら

で

あ

る
｡

吉

夢
}

○
､

琵
】

し
か

し

そ

の

技

術
は

あ

く

ま
で

人
間
の

自
然
的
性
質
を

改
良
す
る

技
術
で

あ

る
べ

き
で

あ
つ

冤

甲
ワ

2
と

フ

ナ

-

=

り

■

ガ
ス

ン

が

鹿
央
を
.

警
-

P

慧1

1

す
訂
旨
ロ

1

蔓
-

i

邑
･
(

旦
匡

是
と

分
け
た

敵

〆
た

し

か

に

彼
は

近
代
社
食
の

経
済
技

術
上
の

進
歩

の

寒
義

美
き

く
評
慣
し
て

は

い
.
る
｡

が

賂
し

確
方
に

態

代
の

人
間
は

｢

文

男
｢

洗
練
+

と

て
言
葉
に

よ
つ

て

瞥
ノ

べ

き

も
の

を

も

却

っ

て

尊
ん
で

い

る
､

と

非
難
す
る

こ

と
を

忘
れ
て

ほ
い

た
い
｡

軍
学

い

こ
】

洗
練
さ

れ

た
文

明
せ

い

う
■
場
合
､

｢

わ

れ

わ

れ
の

評
慣
は

国

民
健
質
-

人
間

鼠
祉
に

廟
係
の

で

蕎
に

漂
て
.

雷
｡

+

と
｡

オ
‥
-

…
三

溝

署
長
か
｡

人
間

旨
己

訃
然
的

一

性
質
を

改
良
す
る

故
術
の

代

り
に
､

富
を

檜
大
す
る

技
術
を

お

い

て

い

る

か

ら

な

の

だ
｡

胃
p

七
と

経
済
扱
術
灯

財
へ

の

利
益

細
心
の

た

め
に

用
い

ら

れ
る

結

考
財
の

不

平

等
を

い

ち
‥じ
る

し

し

増

大
し
､

階
級
差
を

深
め

る
｡

古
.

月
.

い

靡
い

言

草
た

技
術
の

改

号

痙
鋳
の

前
進
を

促
進
す
る

分
糞
も
､

結

果
と

し

て

は

社

食
の

紐
帯
を

破
り

公

共
の

意

識
を

液
温
せ

し

め

る

ぼ
か

り

で

な

く

胃
甲

宣
ロ
】

新
し

く

階
級
分
裂
を

生
ぜ

し

め
る

契
横
と
た

る
｡

冒
.

ワ

N

3
凸

こ
■
の

よ

う

に

し
て

窓
用
さ

れ

た

技
術
進

歩
は

大
財
産
を

生

み
､

大
財
産
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∵
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丁

′

励

声
･
∴
紗

醸

∵

腎

一･､
智

平

叫

芸
八

㌔
､

二
ノ

ゝ
㌔

∵

予
み

十
こ

苧
.1

こ
㌧
軒

■
＼

.一一

は

を
れ

に
.つ

/

き

も
の

の

耽
湯
､

乱
行
､

巌
蕩
､

鼻
梁
､

.

倣
慢
を

生

ぜ

し

め
l

堕
落
の

渡
泉
七
し
て
､ の
､

そ

し
て

国
民
倒

琴
化

と

破
滅
の

帝

兆
と

し
て

の

蕎
を

給

費
ノ

る

の

だ
｡

冒
･

写
旨

7
牡
ヱ

そ

れ

誓
や
支
配
者
の

強
欲
を

煽
る

こ

と
に

ょ

つ

で

こ

れ

を

濁
牽
制
化

す

そ
こ

の

羊
つ

た

理

由
か

ら
フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

ほ

育
つ

て

い

る
､

-
技
術
の

費
見
､

文
明
の

賂
発
と
い

う
も

あ
は

徳
性
に

ょ

つ

て

得
ら

れ

/

〆

雷
せ

よ
ー

墜
落
､

霧
蓼
因
に

な

る

こ

と

が

少
か

ら

ぬ

F
ワ
い

ー

?

呈
-

ま

汽
い

わ

ゆ

嘉
威
し

長
明
(

生
首
)

鷺

′

い

て

も
､

園
戌
が

傍
き

易
い

破
淡
的

堕
落
と

い

う

も
の

は
濁

る

胃
宇

い
ー

ユ

ー
と
｡

ヽ
.

ノ2
′
■
ヽ

∵

わ

れ

/
＼

軒
こ

の

ロ
P
払

訂
臣

お

よ
び

ど
F

g
β
ロ

が

指
摘
⊥
て

い

る

鮎
に

立

入

る

こ

と

は

他
の

横
合
に

ゆ

ず
る

七

と

と

し
､

そ

の

基
礎
と
t
て
､

ほ

じ

め

に

あ

げ
た

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

の

原

理
､

愛
と

共
感
と

に

並

ぶ

自
然
的
性
情
と

し
て

の

進

歩
切

思
想
を

知
る

こ
■
と

に

し

た
い
｡

/

昂
･

慧
の

鮎
に

つ

い

て

｢

卑
静
+

を

ど

各
H
･

･
月

畠
臣
‥

A

邑
邑
S

O

溝
告
昌
｡

琶
0

訂
∽

i

臼

昏
巴
E

莞

㌻
ぎ

昌
廿

毒
e

計

訂

呂
S

写
p

笥
ヨ

昏
｡

良
F

国
胃

訂
旨
2

盲
C
i

茎
邑
昌
-
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邑
呂
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叫

な

ら

び

に
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巴
琶
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宮
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音
岩
ロ
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賢
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賀
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･
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e
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坤
ユ
く

P

邑
g
e

ロ

昏
畠
P

の

昌
一

計

芸
什

邑
e
s

こ
亀
T
･

に

陶
聯
せ

し
め

て

研

究
す
る

こ

と

も

重

要
で

あ

る
｡

∽
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口

髭
♂
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ぺ
･

-

器
(

二
や

ー

ぷ

F
･

マ

イ

ネ
ッ

ケ

■
上
海
四

日

玉

-
大

東
｡

六

■
､

′
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前
に

書
芸
よ

う

に

フ

ナ

-

要
ン

違
術
の

人
間

窟
す
る

意
味

墓
せ
て

い

る

表
に
･
よ

れ

ば

人

間
の

特
性
は

｢

自
ら

窟
㌶

,
､

A
･
,

プ

ア

l

ガ
ス

y

ム
み
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歴
史
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糸
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隼
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欝
三
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･

均

歩

町

を

1

と
の

え
､

自
己
･
の

慧
を
ケ

く

ヱ
げ
､

自
己
･
の

才
能
を

改
良
す

違
命

姦
つ

窟
雪
あ

巧
｡

+

と

写
所
に

君
｡

【

ぎ
笈

㍊

5

･

自
己
の

働
物
的
性
質
の
､

し
か

七
必

要
と

臥
鮎
と

を

補
う

冬
め

に
､

そ
の

目
的
に

つ

い

て

合
理

的
た

哉
念
を

も

ち

自
己
の

教
案
と

剣
断
と

.

J

七

草
い

て

手

段
を

邁

拝
す
る

こ

と

亨
9

呈
こ

こ

に

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

推
､

人

間
の

技
術
的
性

質
を

見
た
｡

尤
も

彼
の

い

う

技
術
の

中

に

は

敦

漁
技
術
を

初
軌

文
車
､

科
革
ま
で

が

食
ぇ

れ

る

の

で

あ

る

が
､

最
も

基
本
的

な

も
の

は

人
間
の

物
質
的
生

産
に

か

か

わ

る

経
緯
技

徴
(

0

0

己
口

空
色
巴

邑
で

あ

つ

た
｡

官
署
歩

き

冒
こ

し
か

し

問
侮
は

更
に

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

が

こ

の

技
術

震
え

ざ
る

進
■
歩
の

過

程
で

見
て

い

ぇ
と
い

う

鮎
に

あ

る
｡

､
｢

経
済
披
街
灯

動
物
的
生

清
の

必

要
か
.
ら

生

ず
る

も
の

で

は

あ
る

が
､

持
続
し

檜
大
す
る

消
費
を

発

し
､

檜
加

壊
張
し

た
必

要
に

應

ず
る

た

鳩
に

自
ら

持
績
し
､

増
加
し
､

横
大
す
る
｡

+

官
甲

溜
】

技
術
は

生

括
様
式
を

そ
′の

時
々

の

必
要
に
一

致
せ

し
.
め

る

た

め

に

官
り

呂
た

え

ず
欒
化

し

進
歩
せ

ざ

る

せ

得
た

い
｡

だ

と

す
れ

ば

技
術
の

進
歩
の

原
理

は
､

た

む

ざ

.
る

追
求
(

写
り

加

已
t

)

で

あ

る

こ

と
が

明
ら

か

だ
｡

披
循
の

改
良
を

促
進
す
る

鴻
の

は
､

親

密
よ

り

も
■ヨ

ガ

良
い

も
の

を

欲
泉
す
る

心

で

あ

り
■､
.
常
に

新
し
い

対

象
に

よ
つ

て

か

き

立
て

ら

れ

る

追
求
心
で

あ
り
.1

熱
情
の

ば
ね
で

あ

る

と
フ

ァ

ー

ガ

ス

ン

は

ヽ

ヽ

メ

呈
現

凄
も
つ

七
い

る

や
の

よ

り

更
紅

良
い

も
の

を

欲
求
す
る

巴
ロ

g
i

｡

ロ

【

軍
ワ

N
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ヱ
､

浅

香
あ

る

よ
り

も
ヨ

ヱ
向

い

も
の

を

め

ざ

ノ

す

官
臥
｡

三
軍

写
心

岸
N

立
と

そ
｢

進
歩
､

前
進
の

原
理
+

甘

あ
つ

た
の

驚
こ

の

原
理
に

ょ

つ

て

初
め

て

人
間
は

動
物
的
性

賢
か

ら

生

ず
る

欲

求
､

必

雫
･
不

便
か

ら

そ

れ

を

充
す
封

象
へ

向
つ

て

積
極
的
迫
求
を

行
い

う

る

の

で

あ
る
｡

フ

ァ

ト

ガ

ス

ン

は

課
題
た

は

た

ら

き

か

け
る

P

臣
諸

富
｡
粥

冒
･

ア

且

を

こ

そ

人
間
の

自
然
的
性

質
だ

と

見
て

い

る
｡

こ

こ

に

人
間
α

主

催
的
た

作
用
が

そ
の

技

一

衝
性
と

進

歩
性
と

払

お

い

て

た

お

人
聞
の

自
然
と

し
て

と

ら

え

ら

れ
て

い

る
｡

し

か

し

圭

倦
酌
活
動
は

た
え

ず
規

審
を

と

え
て

進
む

意
欲
l

熱
情
た

よ
つ

て

蟄

七
そ
の

栂
凍
的
努

力
と

し
て

は

た

ら

く

と

同
時
に
､

･
こ
.
の

努

力
､

追
求
が

鼓
衝
の

改
良
(
i

点
Y

3
く

昏
昌
t

)
∵

と
し

て

㌢
■

痺

艶
軒
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汁
ン

r

転
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∵

準
卜
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い
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｡

【

吋
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臣
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漁
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夢
二

十
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琴

葬
三
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四

鰊

紆

し
か

し
フ

ナ

-

ガ
ス

ン

は

こ

の

無

限
の

過

程
を
､

動
物
的
性

質
か

ら

生

ず
る

欲
求
充
足
の

東
金

状
態
へ

無
限
に

接
近

す
渇

こ

と

で

あ

る

と

ヽ

ノl
′
1
､

し
て

と
ら

え

た
｡

人
間
は

無
限
的
完
成
に

蓮

緯
的
に

進
歩
し

て

行
く
も
の

■
に

外

た

ぎ
ぬ
｡

[

守
.

ワ

ー

■
窒
-
-

∞

凸

彼
齢

こ

の

進
歩
の

過

程

/ 急き

を
.

直
線
に

た

え

ず
近

ず
い

て

行
ぐ

曲
線
に

も

似
て

完
成

す
･
る

こ

と

は

な

い

と
育
つ

て

い

る

こ

と

は

冒
H
.

ワ

一

宏
】

資
は

却
つ

て

彼
の

進
歩
の

思

想
を
一

屏
鮮
か

に

語
る

に

す
ぎ

た

い
｡

す
な

わ

ち
､

進
歩
の

各

期
は

そ

れ

ぞ

れ
の

妖
鮎
､

不

完
全
さ

を

も
ち
､

ま

た

た

え

ず
そ

れ

を

後
に

魂
し
て

行
く
¢

【

守
･

｢

ワ

ー

∞

串

研
が

｢

妖
鮎
の

あ

る

耽

態
か

ら
ヨ

リ

良
く

ヲ

リ

高
い

状
態
の

獲
得
収

進
む
こ

と
､

こ

れ

は

進

歩

す
る

存
在
の

債
億
を

庇
す
る

立

と
.
で

は

た

く
て
■ ､

却
つ

て
､

こ

の

過

程
こ

そ

進
歩
す
る

存
密
の

特
に

す
ぐ

れ

た

鮎
で

あ

る

の

だ
｡

+

【

ぎ

匂

+

呈

吉
事
つ

灯

し
′

て

古
己

が

苦
し

ん

で

い

る

妖
好
を

自
己
の

意
欲
に

お

か

れ

き
限
界
と

し

七
で

ほ
■
な

く
､

か

呂
の

努
力
の

た

め

の
一

つ

の

横
合
､

〓
ノ

の

拍
車
と

考
え

る

こ
■
と
が

重

要
だ
｡

+

【

声
･
宇
い

ぎ
]

と
い

う

時
.

彼
の

進
歩
性
の

原
理

は
､

最
も

明

ら

か
･に

た

つ
.
て

く
る
｡

1

⊥

か

し
フ

丁

-

ガ
ス

ン

に

お

い

て

重

要
た

こ

と

は
､

こ

の

人
間
の

進

歩
が

単
に

個

人
払

お

け
る

上

昇
と
し

て

で

ほ

た

ぐ

各
世
代
に

お

け

る

前
進
と

し

て

と

ら

食

ら

れ
て

い

る

鮎
で

あ
る
｡

進
歩
と

は

も

ぁ
の

一

つ

の

状

態
か

ら

他
の

欺
態
へ

の

移
行

(

t

岩
日
巴
t
-

0

已

で

あ

り
､

.

こ

れ

は

前
進
の

意
欲

や
に

た

わ

れ

た

人
間
の
､

知
力
を

以

て

す
る

連
線
的
努
力
の

痕
跡
一
托

外
た

ら

た

い
｡

し
か

し
フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

竺
の

行
鎧
が

個

儀
の

中
に

の

み

生

ず
る

も
の

で

は

た

く
､

人
類
の

進

歩
は

ま

た
一

世
代
(

的
0

計
冒
t
-

○

巳

か

ら

他
せ
代
へ

の

進
歩
セ

あ
.
る

こ

と

を

知
J
つ

て

い

た
｡

個
髄
教
生

的
考
察
に

封
し

類
教
生

的

考

察
が

強
く

訂

ら

わ

れ
て

い

る

の

で

あ

る
｡

し

か

む
こ

の

過

程
は
､

各
世
代
が

そ
秒

前
世
代
に

ょ
つ

て

既
に

採
用
さ

れ

た

技
術
､

設

備
状
態
の

上

に

立

ち
､

こ

れ

を

次
の

新
し
い

蟄

ヽ

町
と

改
良
と
の

基
礎
せ

し
て

役
立

て

る

と
い

う

柁
練
的
行
蓮
と

し
七

と

ら
え

ら

れ
て

い

る
･
二
軍
ワ
ー

呈

即

三
世
代
の

蟄
明

は

次
の
一

も

少
r

ケ

:
て

.

泰

ト
′

.し
準

′

＼

巨
r

+

一

一戸

爵
1▲ト一

覧
才
人

¢
こ

転
ト

.
む
野
.

.
ト

転

十

㌢

賢
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享

七
1

ナ
叱

て
サ

㌔

㌔
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′

∵

∵
､
プ

車
･凍

ギ
ノ

与
マ

率

+

■

せ
代
に

新
し
い

情

埠
を

用
意
し
､

後
に

つ

ず
く

世
代
は

前
の

世
代
の

活

動
の

結
果
に

よ

つ

て

た

え

ず
新
し
い

情

況
に

一

入

る

の

で

あ

る
｡

■【

守
.

宇

加

盟

こ

こ

で

明

ら
か

に

た

る

こ

と

は

前
進
の

｢

段

階
+

は
､

ま

牢
｢

蓄
積
+

の

過

穣
で

あ

る

ど
い

う

こ

と
■で
あ

る
｡

人
類
の

た

え

-

ざ

る

親

密
の

状
態
は

そ
の

世
代

的
前
進
に

ょ
つ

て

形
成
さ

れ

軒

も
の
､

過

鍵
の

蓄
積
物
紅

外

な

ら

ぬ
ぺ

フ

ァ

ー

ガ
.
ス

′
ン

は

言
つ

て

い

る
｡

｢

も
の

の

自
然
の

状
態
と

は

そ
の

道

動
全
髄
の

蓄
積
蹄
斯
か

ら

考
察
さ
･
る
べ

き
だ
｡

+

七
[

軍

ア
一

旦
こ

の

よ
,

}

灯

後
練
段

博
に

対

す
る

先
行
段

階
の

蓄
榛
意
義
を

強
調
す
る

こ

と

セ

よ
■つ

セ
フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

収

お

い

て

ほ

歴

史
的
過

程
の

葵

城
と

し
て
､

前

豊
昌
た
よ

う

な

宝
饅
性
､

進
歩
性
､

段

階
性
と

共
に

歴
史
的
現
定
性
が

思

わ
れ

て

い

た
こ

上
が

わ

か

る
｡

先
行
段

階
は

新
し
い

段

階
の

た

め
に

僚
件
､

基

準
､

情
況
を

形
成
し

捷
供
す
る

七
い
■
ぅ

意
義
を

に

誓
フ

も
の

で

あ

る
｡

フ

ァ

ー

ガ
ス

㌧
か

｢

現

在
は

過

去

た

ら

ぴ
に

未
来
に

媒
介
的
に

･
闊
係
す
る

J

[

軍
甲

-

違

皇
阿

つ

て

い

る

と

と

も
こ

の

閣
係
を

示

し
て

い

る

も
の

せ

あ

ろ

う
｡

し
価

し
過

去
は
､

阜
に

現

在
を

限
定

∴

す
る

も
の

と
し
て

で

は

な

く

あ

ぺ

ま
で

進
歩
的
た

蓄
積
と

見
ら

れ

従
つ

て

段

階
ほ
､

滞
に

過

去
の

進

歩
の

凝
結
で

あ
る

と

共
に

同
時
に

未

｢

∵

衆
.に

射
し

て

開
放
的

役
割
を

果
す
｡

歴
史
的
規
定
性
は

限

定
性
と

共
に

進
歩
性
を

含
む
｡

む
し

ろ

積
極
的

追
求
ほ

こ

の

限
定
性
の

中
に

自

眉
の

繭
捷
を

見
出
す
も
の

で

あ

ろ

う
｡

限
定

生
別

進
を

阻
書
す
る

の

で

は

な

い
｡

彼
が

更
に

｢

か

つ

て

在
り
+

ま

た

現

在
あ
る

世
代
は
.

茶
ろ
べ

き

世
代
に

道
を

ゆ

ず
り
､

か

つ

て

あ
り

し

も
の

の

す
ぎ

行
く

間
に
､

か

つ

て

あ

ら

ざ
り

し

も
の

が

生

れ

て

く

告
+

[

㌢
写
-

ゼ

十
-

且

と

冨
づ
.
て

い

る

と

す

れ

吼
.

彼
に

は

凌

た

歴
史
的
相

簡
性
の

思
考
す
ら

あ
っ

た

と

貰
え

よ

う
｡

彼
の

進
歩
の

思

想
は

こ

の

よ

う

た

特

徴
を

お

ぴ

た

も
の

で

あ
つ
∴

た
｡

′

∴

そ

し
て

前
に

旦
員

つ

た
よ

う
.
に

こ

の

進
歩
そ

の

も
の

が

人
間
■
雪
日

然
状
態
で

あ
つ

た
の

だ
｡

フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

望
白

つ

て

い

る
｡

｢

一

軍

待

†

さ

れ

た

利
益
の

上

に

立
つ

て

常
に

改
良
し
っ

ず
け
る

こ

と
､

■
か

く
前
進
す
る

こ

と
が

人
間
に

と
ぅ
■
て

の

自

療
状

態
+

た

の

だ
や

胃
?

甲

尺
ノ
q
〟
一
⊥

A
･

フ

ナ
ト
■
ガ
ス

y

の

み

た

慶
息

と

人
拘
や
良
恭

的

性
質

ホ



′

∵
虎

魚

業

者
二

十
一

巻

斧
三

一

軒

辞

､

-

呈
･
生

物
の

自
然
状
態
と
は
､

胚
か

ら

青
年
期
､

漑
年
期
と
い

シ
よ
.う
虹
､

生

命
が

あ

ら

ゆ

る

教
化

を

た

レ
つ

つ

通
過

す
る

段

骨
町

会
て

′

を

含
む
よ

う

に

【

軍
宇

-

呈

人
間
の

計
然

状
態
は
1

世
代
か

ら

他
せ
代
へ

の

連
績
的

植

野
種
々

の

年
代
が

年
々

附
加
す
る

む
の

把

持
び
つ

い

た

進

歩
的

獲
得
物
に

滴

る
｡

∴

芦
p

+

呈
即
ち

白
感
状
態
は

人
間
が

問
題
を

た

演

ず
改
良
し
っ

ザ
け
､

至

る

所
で

黎
明

を

行

ぅ
■
そ

の

所

に

胃
甲

旦
ま

た

｢

開
超
に

は

た

ら

き

か

け
る

積
極

的
性
質
の

申
に
+

冒
･

宇

-

N

}

あ
る

に

外
た

ら

た

い
｡

フ

ァ

ー

ガ
. ス

ン

打

七

れ

ば

人
間
が

前
進
し

始
め

る

と

共
に

自
然
状
態
を

棄
て

こ

れ

か

ら

離
れ

て

行
く

と
い

㌢
㌻
は

正

し
く

な
い

軍
学

五
｡

そ

う

や

は

た

く

未
開
放
態
か

ら

文

明

状

態
へ

の

聾
展
そ
の

も
の

が

人
間
の

自
然
状
態
た
切

だ
｡

■
｢

野
蟹
状

態
も

文
明

状
態
も

旗
ゆ
く

も
の

が

通

.
過

せ

ね

ば
■
た

ら
ぬ

単
な

る

段

階
に

す
ぎ

な

い
｡

+

{

芦

9

】

土

彼
に

と
つ

て

は

｢

進
歩
す
る

も
の

に

は

そ

の

進

歩
そ
の

も
の

が

自
然
の

赦

態
と

考
え

ち

れ

そ
■
の

で

あ
っ

た
｡

【

声
甲

-

呈

.
.■
駐

印

フ

ァ

ー

ガ

ス

ソ

に

お

竹

芝
平
成
へ

の

進

歩
性
を

取

凝
っ

た

も
の

と

し

て
■
は

q
･

野
口
e

村

｡
‖

計
｡

邑
p

邑
｡

冒

音
i

｡

官
2
日

冒
蒜

善
臼
､

の

【

U
-

設
∵
卜
占
口

付

p

-
1 (

岩
い
.

最
後
に
､

わ

れ

/
＼

は

こ

の

進

歩
の

原

理
を
l

前
に

ふ

れ

た

戟
牢
固
良
か

ら

産
業
社
食
へ

の

移
行

打

開

聯
さ

せ

て

見
る

こ

と

に

し

ょ

う
ト

既
に

言
わ

れ

た
よ

う

に

戦
争
は
､

社
食
成
員
の

公

共
的
事
件
へ

の

熱
中
､

社
食
へ

の

没
我

附
献
身
､

愛
情
､

男
衆
､

.
友
愛
を

か

き

立

て

る

も

の

で

は

あ
つ

た
が
､

⊥

か

し
フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

は
･ ､

経
済
的

進
歩
の

立

場
か

ら

戦
争
は

ゃ

は

り
一

.
つ

の

疾
病
で

あ

る

と

写
っ
｡

早
々

ぷ

野
草
園
良
か

ら

産

業
祀
合
へ

の

進
展
は

今
昔
わ

れ
た

こ

と

か

ら

す
れ

ぼ

ま
さ

し
く

進
歩
で

あ
つ

た
の

み
で

た

く
､

い

わ

ば

必
然
的
l

た

進
化

1

で

あ

つ

た
と

言
ぇ

与
っ
｡

｢

商
業
(

脛
臍
)

時
代
は
､

入
居
進
歩
の

初

期
の

生

活
條
件
の

は

る

か

上
に
､

人
隈
を

引
上

げ

た
｡

+

∴

軍
p
●

主
産
腰
の

目

的

竺
れ

ぐ
l

の

状
況
に

在
る

人
･

芸
條
件
を

打
上

げ

る

こ

と
l

そ

れ
の

必

要
を

そ
の

賢
の
■
供
給
に

ょ

等
充
す
こ

Jββ

′
▲革

転
群

臣
㍗

ト

リ

粍
卜
句

■
♭
酪
臥
.

ノ

P

こ
1

轡
∴

乍
ぎ

軒

㌃
酪
際
ざ



ヤ
ト

箪
･
鞠
∴
Ⅴ

㍉

､

1

J

､

ヽ

や

∴

三
■
～
伊

イ

†
事

√
(

▲■■阜
′

こ

曳

∵
で
ぅ

･も

メ
ソ

■す
一軒

浅
■′

∵
吋

･

▼

十
ご
F

予
∵

∴

蒸

∵

と
で

あ
っ

た
巾

甘
･

廿
･

堅
Y

】

そ

し
て

そ

の

畳
僚
化
は
､

帝
品
を

政
利
の

暴
風
か

ら

昧
乏
の

妙
所
■
へ

流
通
せ

し

心
る

こ

と
に

よ
つ

て

行
わ

.
れ

る

の

で

あ

る

が
､

フ

ァ

+

ガ

ス

ン

に

は
､

明
ら

か

に

商
品
.
交
換
の

概

念
｢

相
互

飴
剰
部

分
の

虔

弁
.

二
軍
9

心
h

五
の

思

考
が

あ

り
､

も

ノ

と
の

飴
剰
商
品
の

量
が

国
民
の

富
で

あ
つ

て
､

そ

れ
が

融
合
的
設

備
､

財
の

好
裁
量
を

博

大

さ

せ

る

と

の

べ

ら

れ

て

い

る
｡

【

声
ワ

/

.
N
▲
怠
]

-

■
こ

の

鮎
に

聯
関
し
て

注
意
す
べ

き
こ

と

は
､

商
品
生

産
力
の

改
良
と
い

う
て

と

が

考
察
さ

れ
て

い

る

と
い

う

事
情
で

あ

る
｡

フ
ァ

ー
′
ガ

ス

ッ

が
､

経
済

括
動
は

多

様
た

才
瀧
を

要
求
し
ま

潅

精
神
能

力
を

大
い

に

蟄
蓮
せ

し
め

る

こ

と
､

す

ヾ
れ

た

才
能
を

用
い

る

こ

と

に

よ
つ

一

て

臥
明

が

生

み

出
さ

れ
､

君
津
の

管
理
が

知
識
の

携
大
を

要

求
す
る

こ

と

一

可
P

㌢

琶
卜

琶
】

或
い

は

ま

た

土

地
生

産
物
牡
､

壷
働

ノ

者
に

よ
つ

て

新
し
い

形
態
■
を

典
え

ら

れ

る

こ

と
､

し
か

も

労
働

者
の

道
具

と

し

て

は

諸
々

の

動
力
､

辞

椀
が

必

要
と

さ

れ

る
こ

と
【

守
●

9

▲.∵
ゼ
出

更
に

人
間
の

檻
碑
活
動
は

道
具
を

輿
え

ら

れ
る
▲
に

従
い
､

か

つ

仕

事
を

個
人
の

性
質
と

才
能
と
叱

適
す
る

よ

う
に

社
食
の

申
で
､

分

て
化
さ

せ

る

に

従
つ

て

い

ち

じ

る

し

く

促
進
さ

れ

る

エ

と

軍
学

当
い
､

守
･

等
･

■
聖
ナ

N

呈

を

語
つ

て

い

る

こ
.
と

か

ら

す
れ

ぼ
､

フ

ァ

､

-

ガ
■
ス

ン

に

生

産
力
進
歩
の

思

考
が

支
配
し

て

い

た
こ

と
が

明
ら

か

に

友
渇
｡

特
に

彼
が

商
品
生

産
と

分
乗
と
の

閲
係
薪

こ

歯
を

も

う

け

=

り

､

′
■

ヽ

て

静
じ

て

い

る

こ

と
は
､

注
目

す
べ

き
で

あ
る
｡

冒
賢
→

ご

訂

憑
く
一

昨

毘
ぎ
P
･

H

も
ゃ

N

記

1
N

ぎ

宣
長
昔
払

こ
.

-

N

丘
わ

れ

∴

わ

れ

は
こ

｡

に

フ

ァ

ー

ガ

ス

ン

が
､

分
業
に

よ

る

労
働

生

産

力
の

高
揚
の

み

で

滋

く
､

分
業
に

ょ
る

労
働
の

融
合
化
を

も

恨
っ

て

い

た
こ

･
■
と

計

つ

け
加
え

ぅ
っ
｡

｢

こ

の

よ

う
に

し
て
､

■
人
間
の

才

能
は

相
互

協
同
に

役
立

ち
､

人
は

み

た

他

人
の

繭
祉
に

寄
興
す
る

と
い

う

意
義

ヰ

九
と

を

得

ぶ
だ

三
軍

芸
づ

し

か

し
､

.
フ

ァ

ー

ガ
ス

ン

ほ
､

こ

の

よ

う
に

社
食
の

音
を

檜
大
さ

せ

人
間
の

経
済
的
進
歩
を

労
ら

す
所
の

契
機
を

ヤ

は

り

個

人
の

利
益

A

･

フ

ナ

ー

ガ

ス
∴

■
y

の

み

た

慶
史

七

人

帆
の

白

糸
的

性

卑

■

エラ7
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一

･
稀

静

養

夢
二

十
一

各

夢
三
･

由
幼

追
求
の

申
に

み

た
｡

進
歩
の

】

般
的
原
艶

｢

現

在

吉
ソ

ヲ
ソ

良
い

も
の

を

得
よ

う

阜
い

う

欲
求
+

官
学

増
00
】

｢

人
間
は

獲
樽
し

セ

物

が

′

一
▲

を

更
に

完
成
し

L
う

と

す
る
｡

彼
は

な

し

と

げ

た

も
の
■
に

満
足

す
る

こ

と

は

た

い
｡

+

[

芦
p

N

玉
]

と
い

う

昆
然
約

性

向
が

私
的

併
有

に

繹
び
つ

い

て

進
歩
の

酔
因

と

た

る
｡

避
臍
技
術
の

進
歩
の

目

棲
は

昏
で

あ
軒

【

声
匂
.

N

呈

利
潤
で

あ

り
【

芦
甲

N

呈
腎
所

有
の

優
位
を

得
よ

う

と

す
る

欲

求
を

動
餞
と

す
る

も

?
に

外

な

ら

な

い

の

で

あ

る
｡

[

守
.

p
.

N

宝
】

●

改

印

声
り

訂
叫

㌍

ロ

琵

已
e

β

チ
d
e
l

勺

E
】

忌
0

や
F

岩
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-

S

ど
t
t

g
p

ユ

占
ロ

d

出
e

≧
P

-

¢

N

-

[

00
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-

-

と

ー
‥

ロ
p
∽

内
p
p

芹

巴
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中
一
.

鞍
P

日
♂
一

告
的
-

-

∞

笥
.

[

∽
.

い

い

00
]

■
サ

ケ
○
臼

旨
e

P

は
､

フ

ァ

ー

ガ

ス

ン

一
が

分

業
静
に

つ

い

て

は
ス

∴
､

､

ス

の

師
で

あ
る

と

い

う

誕
忙

野

上
､

異
説
を

と

な

え

て

い

る

ミ

A

音
m
S

邑
昏

日
払

A
d

賀
句
e

品

竃
R
㌧

二
}

七
.

-
N
且
t

邑
F

ユ
詩

宗

誌
｡

臣
-

弓

富
e

ロ

胃
F

邑
.

巴
Ⅰ

有
F
e
i

旦
g

こ
叢
Y

二
S

J
N

買
､
N

O
N

f
】

､

か
つ

て
､

共
感
と
い

う

自
然
的

性
向
の

ノ

ま

ま
に

行
為
す
る

こ

と
が

個
人
の

琵
訂
t

叫

を

潜
ら

す
■
の

み

で

軒

く
､

ま

た

社
食
の

カ
を

生
ぜ

し
め

る

も
め

と

言
わ

れ

た
の

と

同
じ

く
､

妖
鮎
か

ら

完
成
へ

の

世
P

払

∽

品
0

た

い

し

移
行
は
､

進

歩
的
自
然
性
を

も
て

る

も
ゐ
･
の

賢
一

○

芹
y

で

あ
る

の

み
で

た
く
■
【

声
甲

山

富
】

､

ま

た

人
間
の

歴
史
の

前
進
を

繹
果
す
る

も
の

で

あ
.
る
｡

フ

ァ

ト

ガ

ス

ン

は
曽

芸
て

い

る
｡

｢

壁
を

た

す
石
の

正

し

い

秩
序
と

は
､

そ

れ
が
､

目

的
の

場
所
.
に

正

し

く

眉
定
さ

れ
て

い

る

と
い

ぅ
こ

と
で

あ

る
ぺ

石
が

動
け
ぼ

建
物
は

崩
れ
る
｡

し

ゎ

し

社
食
を

た

す

人
間
の

正

し
い

秩
序
と

は

人
間
が
､

正

し

く

活
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